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水戸市青少年育成推進会議

会長 　　　　圷　哲男

水戸市教育委員会事務局教育部生涯学習課内

水戸市中央1-4-1　☎029-306-8692

令和3年8月15日

第 67 号
みちしば

水戸市青少年育成推進会議 検索

　GIGAスクール構想とは、「全員が国際舞台と革命的創造の扉を開けることのできる
学校にしていこう」という考え方です。
　水戸市では、目指す児童生徒像として「自ら考え、自ら学び、未来を切り拓く児童生
徒の育成」を掲げ、水戸市の小中学校では、ICT（情報通信技術）を活用した新しい学
習が始まっています。
　児童生徒に1人1台のタブレットが配られ、授業の中で使われています。タイピング
の練習やAIドリルでの学習、スクラッチというプログラミングを使ったアニメーショ
ンの作成、個々の意見を書き込み全員で意見の共有をするなど、たくさんの場面で活用
されています。
　現在は学校での活用ですが、今後は家庭での活用も展開していくようです。

タブレットを使用した授業が
始まっています!!



　

水
戸
市
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に

つ
い
て
、
水
戸
市
総
合
教
育
研
究
所
指
導

主
事
で
情
報
教
育
係
の
髙
松
係
長
に
お
話

を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
整
備
状
況

　

水
戸
市
に
お
け
る
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
に
向
け
た
ハ
ー
ド
面
の
整
備

に
つ
い
て
は
、児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
、

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、端
末
用
の
充
電

保
管
庫
の
整
備
が
今
年
４
月
ま
で
に
完
了

し
て
お
り
、５
月
か
ら
進
め
て
い
る
市
立
学

校
全
校
の
普
通
教
室
を
対
象
と
し
た
大
型

モ
ニ
タ
の
整
備
に
つ
い
て
も
、１
学
期
中
に

は
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
の
準
備
は
、昨
年
度
末
か

ら
教
員
3
0
0
人
を
対
象
と
し
た
８
回
の

講
習
に
加
え
、実
際
に
学
校
へ
訪
問
し
て

の
活
用
方
法
の
指
導
や
支
援
を
行
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。

整
備
し
た
環
境
の
活
用
状
況

　

学
校
訪
問
な
ど
で
状
況
を
見
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
は
意
欲
的
に
活
用

し
、
先
生
方
も
幅
広
く
授
業
に
取
り
入
れ

て
い
る
の
を
見
て
驚
い
た
そ
う
で
す
。

今
後
の
課
題
は
？

　

課
題
は
、
以
下
の
３
点
と
の
こ
と
。

　

・�

子
ど
も
た
ち
の
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
。

（
著
作
権
や
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
）

　

・�

端
末
の
持
ち
帰
り
に
よ
る
家
庭
学
習

へ
の
活
用
。（
現
在
は
緊
急
時
に
備

え
た
持
ち
帰
り
練
習
の
み
）

　

・�

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
さ
ま
ざ
ま
な
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
を
含
む
先

端
技
術
の
活
用
。

水
戸
市
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
特
徴

　

水
戸
市
で
は
、端
末
に
導
入
さ
れ
た
デ

ジ
タ
ル
ド
リ
ル
と
総
合
学
力
調
査
の
結
果

が
連
動
し
、出
題
さ
れ
る
内
容
が
変
わ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、児
童
生
徒
一

人
一
人
の
習
熟
度
に
応
じ
た
学
習
の
実
現

に
資
す
る
も
の
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
を
推
進
す
る
た
め

に
、
総
合
教
育
研
究
所
と
市
内
の
先
生
方

で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
連

携
し
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

W
e
b
サ
イ
ト
の
Q
R

コ
ー
ド
を
載
せ
て
お
き

ま
す
の
で
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

水戸市版GIGAスクール構想始まる

学びのスタイル（主な要素）

水戸市のGIGAスクール構想

学び合う

学習場面
〈ICT活用〉

考える深める

まとめる
振り返る

つかむ
◦個人で考える

◦�自分の考えをタブ
レット上やノート
に書く

◦学習課題の把握

◦補充学習

◦発展学習

◦�ペアやグループ、
全体で学びあう

◦�学習について�
言葉でまとめる

2み ち し ば



中
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
！

　

水
戸
市
少
年
の
主
張
大
会
は
、
中

学
生
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
意

見
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
社
会
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
将
来
に
向
か
っ

て
の
展
望
を
抱
か
せ
る
と
と
も
に
、

同
世
代
や
大
人
が
そ
の
主
張
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
共
に
考
え
る
機
会
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
こ

ま
め
な
消
毒
等
感
染
防
止
対
策
に
務

め
、
発
表
者
と
保
護
者
等
一
部
関
係

者
の
み
の
参
加
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

高
橋
靖
市
長
か
ら
は
、「
普
段
か

ら
経
験
し
、
疑
問
に
思
っ
た
り
、
良

く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
事
、
将
来

こ
う
な
り
た
い
と
思
う
こ
と
等
々
を

色
々
な
人
に
聞
い
た
り
調
べ
た
り
し

て
作
り
上
げ
た
主
張
文
は
、
今
日
こ

こ
に
立
つ
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な

く
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、

今
後
ど
う
行
動
し
て
い
く
か
が
大
事

で
あ
る
。」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

自
分
や
友
人
、
仲
間
を
見
つ
め
考

え
た
主
張
や
社
会
に
向
け
て
の
主
張

等
多
岐
に
わ
た
る
主
張
は
、
具
体
的

な
事
例
や
自
分
の
体
験
談
な
ど
実
感

し
た
か
ら
こ
そ
の
真
っ
直
ぐ
さ
、
力

強
さ
が
あ
ふ
れ
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

る
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
市
総
合
教
育
研
究
所
指
導

主
事
の
西
垣
直
美
先
生
よ
り
、「
今

日
の
主
張
は
学
校
、
家
庭
、
地
域
で

さ
ら
な
る
共
有
の
輪
と
な
っ
て
広
が

り
、
希
望
あ
る
未
来
へ
と
つ
な
が
る

種
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。」

と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
と
佳
作
受
賞
者
の
発
表
音

声
を
、
後
日
市
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
活
用
し
発
信
予
定
で
す
。

ま
た
、
主
張
大
会
作
文
集
を
刊
行
し
、

市
内
図
書
館
で
公
開
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
中
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
、

心
で
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「優秀賞」 （　　）応募総数
2,434点

学校名 氏　名 学年 タイトル 氏　名 学年 タイトル

第 一 中 佐藤　陽花 3 私のカッコイイ
一般市民 七里　吉悠 1 近くで事故が

起きたら

第 二 中 大峯健太郎 3 信じる心の先 半野創士郎 3 八方美人のすすめ

第 三 中 鷲谷　　望 3 私が決意したこと 武田ゆい子 3 あいさつの大切さ

緑 岡 中 長谷川夏那 3 レインボーカラー 森田　美咲 3 日常の中の
「当たり前」

第 四 中 中村　結菜 3 水戸について
考える 野口　遥香 2 コロナウイルスから

学んだこと

赤 塚 中 遠藤　想大 2 命の幸せ 飯村　　綴 1 夢への近道

第 五 中 市毛　美名 3 一つしかない
地球のために 小林優里子 2 技能実習生と共に

目指すよりよい社会

見 川 中 濱田　友愛 3 技術と進歩と
これからの私たち 佐川　瑚桜 3 「スイッチ」を

見つけて苦手克服

双 葉 台 中 谷島　広佑 3 耳をすまし、
理解しあう 岩間　蒼空 2 人間と同じ命

笠 原 中 菅谷　琴水 3 本をもっと身近に 生田　梨乃 1 一人

石 川 中 菊池　陸斗 2 仲間との絆を
深めるために 山形　幸輝 3 意見と尊重とは何か

千 波 中 金澤　玲奈 3 自分らしさ 石井　恒生 2 水戸の魅力を
伝えるために

常 澄 中 出澤　昂大 3 僕の友達 坂本はづき 1 育め、水戸

内 原 中 武藤　匠海 2 僕の愛する郷土

国田義務教育 石川　唯愛 7 あいさつが
つくり出すもの 戸﨑　千尋 9 生物と人間が笑顔に

なれるように
茨 城 大 学
教育学部附属中 中垣　美咲 1 ふれ合うことの

大切さ 高崎　　翠 1 一つのことを継続
する難しさと大切さ

茨 城 中 生源寺小都 3 ブランド化 高信　莉奈 1 学校と友達

智 学 館
中 等 教 育 谷田部紗彩 3 不幸の考え方と春 堀川暖那子 1 私にできること

水戸第一高等学校
附 属 中 大内　優真 1 何故小学校と

中学校は別々なのか 柳　　姫花 1 歴史と進化

「佳作」

第
36
回 

水
戸
市
少
年
の
主
張
大
会

 

令
和
３
年
７
月
18
日（
日
）　

水
戸
市
役
所

3 み ち し ば



昨年度は「GIGAスクール構想についての研修会」をオンラインで実施今年度はぜひ会場でやりたい、社会環境向上研修会

　

こ
の
度
の
定
期
総
会
で
承

認
さ
れ
、
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
青
少
年
・
若
者

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、
そ
の
職
責
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
加
倉
井
喜
正
前

会
長
の
ご
意
思
を
継
い
で
、

青
少
年
・
若
者
の
自
立
を
市

民
全
体
で
支
え
、
応
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

所
存
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
行
政
と
一

体
と
な
り
、
水
戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
や
水
戸
市
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係

機
関
・
団
体
、
市
民
の
方
々

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
市
内
十
六
の
中
学
校

区
ご
と
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
地
区
青
少
年
育
成
会
と
手

を
携
え
、
市
民
総
参
加
に
よ

る
き
め
細
や
か
な
育
成
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

活
動
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、

三
つ
の
専
門
部
会
の
事
業
な

ど
の
育
成
活
動
の
様
子
は
、

水
戸
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

会
報
紙
「
道
芝
」
を
通
し
て
、

市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
推
進
会
議

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
人
の
人
間
と
し
て

　

総
務
広
報
部
会
は
、総
会
の
運

営
や
会
報
誌
の
発
行
等
に
よ
り
、

地
区
青
少
年
育
成
会
や
関
係
機

関
、地
域
住
民
と
の
懸
け
橋
と
な

る
べ
く
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳

し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
も
と
充
実

し
た
活
動
が
で
き
た
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、未
来
を

担
う
青
少
年
が
地
域
の
皆
様
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
逞
し
く
成
長
で
き

る
よ
う
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て

活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

思
え
ば
私
も
、家
族
や
親
戚
、ご

近
所
の
方
々
に
幼
い
こ
ろ
か
ら
一

人
の
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
て
育
っ

た（
と
思
っ
て
い
る
）こ
と
が
今
に

繋
が
っ
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
、子
ど
も
は
何
も

分
か
ら
な
い
か
ら
と
ぞ
ん
ざ
い
に

扱
う
人
は
周
り
に
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
未
熟
な
り
に
一
人
の
人
間
と

し
て
認
め
て
も
ら
え
て
い
た
か
な
？

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
子
育

て
や
地
域
で
の
育
成
活
動
の
原
点

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
青
少
年
の
育
成
の
た

め
、ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
に
寄
り
添
う

　

今
年
度
も
地
域
・
環
境
部
会
の

部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
我
々
大
人
が
ど
う
寄
り
添
え
る

か
が
重
要
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
区
育
成
会
や
各
種
団
体
様

と
情
報
共
有
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

育
成
活
動
の
充
実
を�

会
長　

圷　

哲
男　

総
務
広
報
部
会

地
域
・
環
境
部
会

部
長　

本
郷
き
ぬ
子

部
長　

亀
田
龍
太
郎

２
年
続
け
て
の
書
面
総
会
の
中

　 
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
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・総会に関する企画・
運営
・青少年指導者研修
会の開催
・会報紙『道芝』の発行
・家庭教育リーフレッ
トの発行
・賛助会員の募集

総　会

理事会

地区会長・
事務局長会議

総務広報部会
・「家庭の日」絵画・ポスター
と作文コンクールの開催
・緊急避難所「こどもの安
全守る家」事業の推進
・青少年健全育成標語
塔の補修及び更新
・社会環境向上活動
  （研修会の開催、白ポスト
による有害図書等の回収）

地域・環境部会
・少年の主張大会の
開催
・中学生交流会の開催
・青少年若者体験活
動事業の開催

青少年社会参加部会

水戸市青少年育成推進会議

地区住民
（各家庭・青少年育成者）

関係機関・団体・
賛助会員

地区青少年育成会
（中学校区単位）

「みんなであそぼ！」の「もったいない鬼ごっこ」

子
ど
も
の
成
長
の
後
押
し

　

今
年
度
よ
り
部
長
を
務
め
ま
す

藤
田
と
申
し
ま
す
。
本
部
会
は
、

昨
年
度
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
内

容
を
精
選
し
て
の
小
学
生
向
け
体

験
事
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
中
学

生
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
度
も
、
状
況
を
見
極
め
、
知
恵

を
出
し
合
い
工
夫
し
て
、
充
実
し

た
事
業
を
目
指
し
ま
す
。
私
は
、

周
り
の
大
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
今
、

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
中
で
、
元

気
を
も
ら
い
、
発
想
や
考
え
の
柔

軟
さ
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
前
で

は
、
そ
の
子
の
そ
の
ま
ま
を
受
け

入
れ
、
成
長
を
そ
っ
と
後
押
し
で

き
る
、
そ
ん
な
大
人
の
一
人
に
な

れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
社
会
参
加
部
会

部
長　

藤
田　

秀
一

令和2年度決算・令和3年度予算
決算／収入総額 5,470,985円　支出総額 4,745,522円　差引残高 725,463円
 （次年度へ繰越）
予算／収入総額 6,026,000円　支出総額 6,026,000円

収　入 （単位：円）

科　　目 令和２年度
決　算

令和３年度
予　算 内　　　容

会 費 3,176,400 3,200,000 推進会議本部会費、賛助会費

補 助 金 2,100,000 2,100,000 水戸市
水戸市社会福祉協議会

諸 収 入 15 537 預金利子
繰 入 金 0 0
繰 越 金 194,570 725,463 前年度繰越金
合 計 5,470,985 6,026,000

支　出 （単位：円）

科　　目 令和２年度
決　算

令和３年度
予　算 内　　　容

事 務 局 費 471,672 508,000 会議費、旅費、需用費、役務費

総 務 広 報 部 会 費 1,507,431 1,560,000
青少年指導者研修会
会報誌「道芝」の発行（年２回）
リーフレットの発行（年１回）

地 域・環 境 部 会 費 594,320 970,000

「家庭の日」絵画・ポスターと
作文コンクール
社会環境向上研修会

「こどもの安全守る家」プレートの作成
標語塔の補修、撤去

青少年社会参加部会費 106,239 280,000 少年の主張大会、中学生交流
会、青少年若者体験活動事業

地 域 育 成 活 動 費 1,380,000 1,380,000 地域活動づくりの支援（16地区）
ふれあいを深める事業費 640,000 1,280,000 実施地区へ交付

負 担 金 15,860 17,000 水戸地区青少年育成市町民
会議連絡会負担金

積 立 金 30,000 30,000 記念事業費
予 備 費 0 1,000
合 計 4,745,522 6,026,000

　

今
年
度
の
総
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

書
面
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

書
面
審
議
の
結
果
、
全
て

の
議
案
に
つ
い
て
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
一
杯
過

ご
せ
る
よ
う
皆
様
と
共
に

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
、
ご
協
力
ご
支

援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

総
　
会

令
和
３
年
度
正
副
会
長
・
部
長
・
監
事
・
理
事（
敬
称
略
・
順
不
同
）

会
長　
　

圷　
　

哲
男

副
会
長　

齋
藤　

直
哉
・
岡
﨑　

充
芳

　
　
　
　

白
石　
　

力
・
川
野
邉
洋
美

総
務
広
報
部
会
部
長　
　

本
郷
き
ぬ
子

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

石
野
奈
緒
美

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

大
高
は
づ
き

地
域
・
環
境
部
会
部
長　

亀
田
龍
太
郎

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

生
井
沢
康
代

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

佐
々
木
数
葉

青
少
年
社
会
参
加
部
会
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

秀
一

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

梶　
　

正
憲

　
　
　
〃
　
　
　（
副
）　

篠
原　

寿
子

監
事　
　

白
田　

礼
治
・
村
田　
　

豊

　
　
　
　

泉　
　

暁
美

理
事　

大
録
久
美
子
・
白
田　

茂
司

　
　
　

鎮
目　

英
俊
・
八
代　

篤
子

　
　
　

塚
本　

克
久
・
小
池　
　

貞

　
　
　

茂
垣
惠
美
子
・
生
越　
　

達

　
　
　

中
島　

弘
友
・
高
野　

秀
樹

　
　
　

綿
引　
　

勝
・
和
田　

康
則

　
　
　

山
川　

郁
良
・
齊
藤　

佳
昭

　
　
　

石
川　

敦
史
・
佐
藤　

光
雄

　
　
　

原　
　
　

毅
・
鈴
木　

忠
信

　
　
　

小
圷　

真
司
・
大
津　

常
行

　
　
　

岡
﨑　

充
芳
・
中
村　

英
一

　
　
　

後
藤　

通
子
・
木
村　

久
文

　
　
　

立
川　
　

力
・
岡
田　

貴
子

　
　
　

本
郷
き
ぬ
子
・
亀
田
龍
太
郎

　
　
　

藤
田　

秀
一
・
川
上　

幸
一

　
　
　

増
子　

孝
伸

�

（
令
和
３
年
７
月
末
現
在
）
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親が変われば 子どもも変わる！！親が変われば 子どもも変わる！！
家庭教育って何だろう？ ー家庭教育はすべての教育の出発点
「親の背を見て子は育つ」と言うとおり、親の生き方から子どもは学びます。
親が口ではどんなに良いことを言っても、言っていることとやっていることが違うのでは、
子どもの反発を招くのではないでしょうか。親は、態度で子どもに規範を示しましょう。

子どもを守ろう
携帯電話やインターネットの危険性

深夜外出は非行の第一歩

　フィルタリングの活用や利用時間、利用目的など、親子で
きちんと話し合いながら、年齢や発達段階に合わせて、家
庭でルールを作りましょう。

　子どもは言葉に出さなくても、普段の行動や様子などから
さまざまなサインを発しています。
　サインをいち早く察し子どもと向き合いましょう。
　また、家庭だけで問題を抱え込まないで、早い段階で学校や専門機関
に相談しましょう。

　親子の信頼関係を深めることが大切です。
　いじめられている場合は、まず、子どもの心を支え、信頼できる情報を
集めて、子どもを守る姿勢を伝えましょう。
　いじめていた場合は、その背景を察して共に考え、悪いことは悪いこと
として、毅然とした態度できちんと伝えましょう。

　登校できない
でいる気持ちを、
子どもの立場で
理解し、安心感
を抱けるように
接しましょう。

薬物や脱法ハーブは「ダメ。ゼッタイ。」
　薬物は一度使っても「乱用」です。依存性がありやめられ
なくなるばかりか、脳の萎縮や意識障害、幻覚・妄想などを
引き起こし、心や体のみならず人生まで崩壊させます。ま
た、最近は、脱法ハーブや合法ドラッグなどの名称で販売さ
れているものがありますが、麻薬や覚せい剤、指定薬物の成
分等を含むものもあり大変危険です。
名前にダマされないでください。

　不規則な生活につながるばかりでなく、犯罪に巻き込ま
れる危険もあります。

～ 知っておきたい危険 ～

知っていますか？「茨城県青少年の健全育成等に関する条例」
※「青少年」：０歳～18歳未満★深夜（夜11時から翌朝４時）に青少年を外出させないようにしましょう。

★青少年の飲酒・喫煙、家出など、非行や不良行為を助長してはいけません。
★青少年の入れ墨（タトゥーを含む）は禁止されています。入れ墨をしたり、させてはいけません。

夜11時から
翌朝4時

外出
させないで！

外出
させないで！

いじめの早期発見・早期解決

不登校への対応

子どものサイン見逃さ

ないで

●投げやりな態度や乱暴な言葉を使う。
●生活が不規則になり、家族を避ける。
●自分の部屋に閉じこもりがちになる。
●学校での出来事を話すのを嫌がる。
●調子が悪いなどと言って、登校を嫌がる。

など

Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
の
例

NOY E S元気にあいさつを交わしてい
ますか？
一日の出来事を話し合ってい
ますか？

将来の夢や希望について話
し合っていますか?

正しい言葉遣いが出来てい
ますか? 
家庭での役割をもっていま
すか？ 
家庭の約束（ルール）はあり
ますか？ 

早寝早起きをしていますか？ 
きちんと朝ごはんを食べて
いますか？

家族みんなで楽しく食事をし
ていますか？ 
愛情をもってほめ、叱ってい
ますか？

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10

親子で

チェック!！

悩みを話せる人がいますか? 気軽にお電話ください。
小・中学生とその保護者対象

問い合わせ先：水戸市総合教育研究所

不登校に悩む相談
Tel.029-244-6730

いじめ・青少年相談
Tel.029-244-1347

9:00～20:00

9:00～17:00

月～金

土
9:00～17:00

月～金
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水戸市サブリーダーズ会とは…
　水戸市に在住又は市内の高等学校に通う高校生によって組織され
るボランティア団体です。通称、サブ又はＳＬＣ（サブリーダーズクラブ）
と呼ばれています。
　水戸市教育委員会の支援のもと、休日や祝日、長期休業日などに行
われている子ども会行事や、水戸市が主催する事業等の“補助指導者”
として子どもたちに対し必要な指導を行ったり、レクリエーションや
キャンプ活動等を行っています。

サブリーダーになろう！

【サブ主催行事】
キャンプ研修、レクリエーション研修、
救急救命講習、小学生向けイベント等
【子ども会主催行事】
歓送迎会、キャンプ、球技大会、
かるた大会、クリスマス会等
【水戸市主催行事】
四季の体験学習、サマーキャンプ、
放課後子ども教室等
【その他活動】
市民運動会、ちびっ子広場、たこあげま
つり、水戸まちなかフェスティバル等

　「SLC新会員」を随時募
集しています。入会を希望

する方は、入会申込書（水戸市ホームページよりダウ
ンロードできます。）をご記入の上、水戸市役所生涯学
習課までご持参ください。水戸市に在住又は市内の
高等学校に通う高校生なら誰でも入会できます。
年会費／350円　申込み・問合せ／生涯学習課（029-306-8692）

活 動 内 容 新会員募集

　

実
家
に
あ
る
休
耕
し
て
い
た
二
畝
ほ
ど
の

畑
で
、
野
菜
な
ど
を
作
り
始
め
て
二
年
目
と

な
る
。
改
め
て
農
作
物
を
育
て
る
こ
と
の
大

変
さ
と
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　

昨
春
は
ま
ず
、
伸
び
始
め
て
い
た
雑
草
を

刈
り
、
掘
り
起
こ
し
て
、
苦
土
石
灰
を
入
れ

耕
耘
し
て
土
づ
く
り
か
ら
始
め
た
。
さ
ら
に

一
週
間
ほ
ど
置
い
て
肥
料
を
入
れ
る
。
力
仕

事
が
多
く
あ
ち
こ
ち
筋
肉
痛
に
な
る
。

　

野
菜
作
り
は
土
づ
く
り

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
な

か
な
か
大
変
だ
。

　

そ
の
後
、
種
ま
き
や
苗

植
え
を
す
る
。
遅
霜
が
降

り
る
こ
と
も
あ
る
。
雨
が
降
ら
ず
乾
燥
す
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
、
雑
草

と
虫
と
の
戦
い
と
な
る
。

　

発
芽
し
た
ら
新
芽
が
虫
に
や
ら
れ
な
い
か
、

風
で
倒
れ
た
り
し
な
い
か
心
配
が
あ
る
。
寒

冷
紗
を
掛
け
た
り
添
え
木
を
あ
て
た
り
も
す

る
。
脇
芽
の
処
理
も
あ
る
。
状
態
を
見
て
追

肥
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
育
ち
始
め
た
ら

始
め
た
で
、や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
毎

日
足
を
運
ん
で
見
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、週
三

日
の
仕
事
も
あ
っ
て
も
ど
か
し
い
こ
と
も
あ
る
。

　
「
稲
は
、
畦
の
足
音
を
聞
い
て
育
つ
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
畑
の

作
物
も
こ
ま
め
に
足
を
運
び
、
手
間
暇
か
け

て
目
を
か
け
て
育
て
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
我
が
子
を
育
て
る

こ
と
も
、
教
育
現
場
で
子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る
こ
と
も
、
作
物
づ
く
り
と
共
通
す
る
と
こ

ろ
が
多
い
と
思
う
。
基
礎
と
な
る
土
づ
く
り

が
大
切
な
よ
う
に
、
人
と
し
て
の
基
礎
と
な

る
幼
児
期
の
親
や
家
族
の
関
わ
り
方
が
重
要

で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
き
、
自
分
の
子

育
て
を
反
省
す
る
。「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。

　

学
校
に
通
い
始
め
た
ら
、
親
・
家
族
だ
け

で
な
く
、
教
職
員
の
関
わ
り
、
地
域
の
大
人

な
ど
多
く
の
関
わ
り
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

手
間
暇
掛
け
て
育
て
る
農
作
物
の
よ
う
に
。

「
可
愛
く
ば
、
五
つ
数
え

て
三
つ
褒
め
、
二
つ
叱
っ

て
良
き
ひ
と
と
な
せ
」
の

格
言
の
よ
う
に
褒
め
る
だ

け
で
な
く
、
叱
る
こ
と
も
、

待
つ
こ
と
も
大
事
。

　

し
か
し
、
私
の
農
作
物
は
、
市
場
に
出
す

色
や
形
の
い
い
規
格
品
を
つ
く
っ
て
い
る
訳

で
は
な
い
。
子
育
て
も
教
育
も
全
て
に
家
族

や
教
職
員
が
口
を
出
し
、
手
を
掛
け
過
ぎ
て

し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
い
い
塩
加
減
で
関

わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
に
わ
か
農
業

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

　

昨
年
は
梅
酒
を
つ
く
っ
た
。
今
年
は
梅
が

豊
作
。
梅
干
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。
さ
て
、梅

雨
明
け
の
頃
に
天
日
干
し
に
し
て
、い
い
塩

梅
の
梅
干
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
市
総
合
教
育
研
究
所　

青
少
年
相
談
員

�

白
石　

力　

記
）

い
い
あ
ん
ば
い

うち
の子

となり
の子

⑬

水戸市
サブリーダーズ会

公式HP

水戸市
サブリーダーズ会

Twitter
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○
石　

野　

奈
緒
美（
育
成
者
）

　

白　

石　
　
　

力（
県
退
職

校
長
会
）

　

本　

郷　

き
ぬ
子（
育
成
者
）

　

竹　

川　

直　

秀（
一　

中
）

　

綿　

引　

浩　

子（
飯　

富
）

　

相　

羽　

晴　

子（
五　

中
）

　

三　

村　

達　

哉（
石　

川
）

　

加　

藤　

大　

士（
二　

中
）

　

戸　

㟢　
　
　

力（
国　

田
）

　

芝　

間　

紀　

子（
千　

波
）

　

笠　

原　

裕
美
子（
三　

中
）

　

小　

柴　

聡　

子（
緑　

岡
）

　

工　

藤　

敬　

子（
四　

中
）

　

田　

中　

翔　

士（
赤　

塚
）

　

中　

村　

典　

子（
見　

川
）

　

大　

高　

は
づ
き（
笠　

原
）

　

髙　

野　

智　

美（
常　

澄
）

　

井　

川　

健　

一（
内　

原
）

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
回
は

広
報
委
員
が
集
ま
っ
て
編
集
作

業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
感
染
防
止
対
策
を
工

夫
し
な
が
ら
の
活
動
と
な
り
ま

す
が
、
皆
様
方
に
推
進
会
議
を

よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
明
る
い
話
題
を
提
供
で
き
た

ら
幸
い
で
す
。

�

（
K
・
H
）

編
集
委
員
（
○
委
員
長
）

編 

集 

後 

記

地域で子どもの安全を守ろう！
　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
に
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
皆
様
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
「
こ
ど
も
の
安
全
守
る
家
」
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

な
登
下
校
や
放
課
後
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
水
戸
市
内
の

事
業
所
や
個
人
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
危

険
を
感
じ
て
避
難
し
て
き
た
時
の
保
護
や
体
調
不
良
な
ど
の

一
時
避
難
を
お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。
地
区
青
少
年
育

成
会
が
中
心
と
な
っ
て
小
学
校
区
ご
と
に
登
録
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
更
に
子
ど
も
た
ち
や
家
庭
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
小
学
校
全
児
童
に
左
記
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

登
録
者
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
、

保
護
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


